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境小学校）で 5 年間校長を務めて実践を発展させ、1969 年に 59 歳で定年退職した。島小
時代には毎年授業と行事（合唱、体育発表、野外劇等）を中心とした公開研究会を開き、




















































































































 表１ 今後教師に就くにあたり、チャレンジドから参考になったこと 







2 生徒のいじめでねじれた心を打開するためにマラソンに参加した。 37 
3 生徒がいじめで死のうとしたときに、身を挺して止めた。 19 
4 目が見えないので、生徒の声をすべて覚えた。 13 
5 親の都合で転校することとなった生徒を親身に止めた。 13 
6 生徒にきちんと気持ちをぶつける。 9 
7 いじめで死のうとした生徒を、助けて、抱きしめてあげた。 8 
8 問題のある生徒と、マラソンしながら語る。 8 
9 まちがったときは、生徒にきちんと謝る。 8 
10 障害を乗り越えて教育にのぞんでいる。 7 
11 障害者はチャレンジドできると神様に選ばれた人という話。 7 
12 謹慎中に、いじめについて子どもたちに手紙を書いた。 7 








































































        表２ 新井淑則さんについて（奥山郁郎さんの書評より） 
 埼玉県長瀞町立長瀞中の教壇に立って３年目を迎えた全盲の教師、新井淑則（よしのり）さん









 一方、同じ視覚障害者で 2010 年７月の参議院選挙に静岡県選挙区から立候補した河合純
一氏も「夢 追いかけて」9)という著書を著している。 
 平成 20 年告示の中学校学習指導要領 15)によると、特別活動の目標は「望ましい集団生
活を通して、心身の調和のとれた発達と個性の伸長を図り、集団や社会の一員としてより
よい生活や人間関係を築こうとする自主的、実践的な態度を育てるとともに、人間として
の生き方について自覚を深め、自己を生かす能力を養う。」である。 
 この目標に照らしてチャレンジドという番組と主人公の塙先生を評価してみたい。番組
の中では、表１から①テスト、テストの意義、②いじめ、いじめられた者の心の痛み、い
じめる者の弱さ、その解決法、③視覚障害なら音を使うなど、教育方法論、④生徒との向
かい方、⑤教師としての姿勢等が示されていることがわかる。 
 上記、①～⑤はすべて特別活動の目標に合致しており、教師の話だけではなかなかイメ
ージ化できない学校での様子を、本番組は、具体的に示すよい教材になっているといえる。
また、塙先生が着任式の挨拶でも述べているように「私は目が見えません。でも、気合い
と体力と根性でみなさんと接するつもりです」という言葉どおりに、全力で生徒と関わっ
ている。塙先生は「自分の生き方をさらけ出して、塙啓一郎という生の人間の生き方を生
徒に示している」と思う。 
 最後に、番組の中では視覚障害者用の補助機器が多く登場する。ＩＣレコーダー、点字、
盲導犬、音声付き携帯電話等である。これらの機器の啓発でも、この番組は役立っている。
バリアフリーや統合教育が叫ばれて久しいが、効率を重んじるために、障害児と健常児の
区別教育により、なかなか障害者（児）理解が進んでいないのは事実である。この点から
も大きな意味のある番組である。もちろん、障害者理解も「人間としての生き方について
自覚を深める」ことへつながる。 
 以上のように、チャレンジドは特別活動指導法の教材として適しているといえる。 
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